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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 柴田＆福山デュオ 

大阪を中心に活躍する夫婦ギターデュオ。なんでも、プレスティ＆ラゴヤの一番弟子の亜子＆ドリニに学ん

だそうです。 

◼ ギターソロではできない響きが二重奏では可能になります。例えば、ドヴィッシーの「月の光」はピア

ノで弾くと「青い月」というイメージがあるが、ギター二本で弾くと「笠をかぶった曇った日の程よい

光の月」になって、ピアノ原曲では冷たいイメージが暖かいイメージに変わります。 

◼ 「ギターではこんなこともできますよ」というのはやめて、原曲よりいいもの、原曲がかなわないもの

を作っていこうと思っています。また、ポピュラー編曲にならないようにもしています。四六の和音を

安易に六の和音にしたり、和音の一番高い音をオクターブ下げるとかはやりません。アレンジではなく

トランスクリプションに近いかと思います。 

◼ ラゴヤのレッスンを受けたときに、まずタッチを直されました。小指側でタッチをしなさいと。確かに

いい音は出るのですが、ただ全然指が動かなくなるので一人だけ違う弾き方でやらせてもらいました。 

◼ アルベルト・ポンセに師事していた時に、「ミスが許されない場所に時間をかけて練習すること」といわ

れました。 

◼ 私たちのモットーは、「個性」よりも「ナチュラル」なんです。そのナチュラルの中で良さを出すのは一

番難しい事かと。最近やっと気持ちと指が連動するようになってきました。 

いちど、このデュオの「月の光」を聴いてみたいものです。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 クリスティアン・リヴェ】  

フランスのギタリストですが、ギター会というより別の楽器の奏者の間で名が知られているそうです。 

◼ 私は練習の虫で、楽器を 10 時間触っていても苦にならない。フランスでは、そんなに練習しなくて

いいのではといわれるが、日本に来るとみんなよく練習している。その意味で日本に住んだ方がいい

かもしれないなあ（笑い） 

◼ 「24 ways upon the Bells」というタイトルの CD を作ったが、「イギリスの音楽博物館」というのが

アイデアになっている。イギリスは不思議なことに、クラッシック音楽とポピュラー音楽に壁や境界

線がない。どちらも当たり前のように馴染んでいる国なんだ。エリザベス朝から始まるバーチャルな

音楽博物館という形でつくってみたものだ。 
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【クラブ・マリアデュオのインタビュー：安藤初代】 

今も現役で結構のコンサートをこなされているそうです・・・・・ 

 

【新 マエストロ養成講座 第１３回】  

今回は、フェレールの「水神の踊り」。ちなみに、ここでいう「水神」とは、ギリシャ神話に出てくる

妖精のことだそうで、妖精が水浴びをしている様子を描写しているという人もいるそうです。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： ＃２のシリーズになり、今回は、毎日のウォーミングアップとい

うことでいくつかの練習曲が掲載されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回も、ガーシュゥインの曲で「ザ・マン・アイ・ラブ」。

JAZZ 的な曲です。マイルス・ディビスとセロニアス・モンクもレコーディングしている超有名曲。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 26 回も、セーハについての解説（その４）です。セーハが上手にでき

ないのは、他の指とのコンビネーションが関係しているということで、スラー、スライド等のセーハと

各指のコンビネーションについて解説します。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：第 5 回は、ダイアトニック・コード、7th

コード、トゥ・ファイブ等のコードの解説です。サンプル曲として「埴生の宿」が掲載されています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 26 号のメインは、そんなところでしょうか。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がつ

いている。今回は、右の楽曲が掲載されている。 

 

お勧めは、J.S.バッハの有名な小フーガを二重奏にア

レンジしたもの。ソロや四重奏の楽譜はあるが、ここ

では二重奏の楽譜が掲載されいる。 

 

 


